
院
日
記
』
の
記
載
は
水
野
正
好
氏
、
卒
塔
婆
に
つ
い
て
は
藤
澤
典
彦
氏
に
多
大

の
ご
教
示
を
賜
わ

っ
た
。

９
　
関
係
文
献

和
田
　
率

「東
大
寺
三
社
池
出
上
の
絵
塔
婆
」
翁
仏
教
史
学
研
究
』
三
四
十

一

一
九
九
一
年
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

『
大
和
を
掘
る
―
十

一
九
九
〇

年
度
発
掘
調
査
速
報
』
全

九
九
一
年
）

（今
尾
文
昭
）

（釈
文
）

順
教
房
法
印

崎
　
逆
修
興
兼

天
正
六
戴
七
月
十
日

翁
寧
楽
』

一
四
　
一
九
二
一
年
、
に
よ
る
）

奈
良
・
藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
六

一
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
四
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
を
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
藤
原
官
大
極
殿
院

・
内
一異
の
東
外
郭
東
側
お
よ
び
東
方
官
衝
地
域

の
西
辺
部
に
あ
た
り
、
調
査
は
第
四
次
調
査
区
の
北
に
接
し
て
調
査
区
を
設
け

て
実
施
し
た
。
調
査
面
積
は

一
一
〇
〇
ド
。

検
出
し
た
遺
構
は
弥
生
時
代

・
藤
原
官
期

。
平
安
時
代
お
よ
び
中
世
に
属
す

る
。
藤
原
官
期
の
主
な
遺
構
に
は
、
大
極
殿
院

・
内
裏
外
郭
の
東
を
限
る
南
北

掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
八
六
五
、
Ｓ
Ａ
八
六
五
の
東
方
に
位
置
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
八
六

九

。
東
大
溝
ｓ
Ｄ
一
〇
五

。
南
北
溝
ｓ
Ｄ
八
五
〇
の
三
条
の
溝
、
東
方
官
行
の

西
を
限
る
南
北
塀
Ｓ
Ａ
六
六
三
〇
と
官
衛
内
の
掘
立
柱
建
物
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
、
ｓ
Ｄ
一
〇
五
か
ら
二
四
点

命
っ
ち
削
暦
五
点
）
、　
Ｓ
Ｄ
八
五
〇
か
ら

五
六
点

（う
ち
削
暦
九
点
）
、
計
八
〇
点
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
一
〇
五
は
藤
原
官
東
半
地
域
の
基
幹
排
水
路
で
、
最
大
幅
五
ｍ
、
深
さ



1990年出上の木簡

○

・
七
ｍ
あ
る
。
堆
積
層
は
三
層
あ
り
、
下
層
に
は
補
修
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、

最
上
層
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
は
瓦

・
土
器

・
木
製
品
と
と
も
に
下

層
か
ら
出
上
し
た
。
な
お
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
南
半
の
両
岸
に
は
、
大
小
の
穴
が
順
に

並
ぶ
橋
脚
状
遺
構
Ｓ
ｘ
八
六

一
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
八
五
〇
は
東
方
官
行
の
西
を
限
る
溝
で
、
幅
二

・
四
ｍ
、
深
さ
○

・
七

ｍ
あ
る
。
堆
積
層
は
三
層
あ
り
、
最
上
層
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
木
筒
は
瓦

・
土

器
と
と
も
に
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
な
お
Ｓ
Ｄ
八
五
〇
と
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
の
間
は

幅
約

一
七
ｍ
の
南
北
官
内
道
路
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

東
大
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
五

（
マ
ヽ
）

①

　

「
巳
亥
年
九
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ミ
ゞ
⇔寮
『
ｏＦ

②

　

日
日
回
阿
佐
為
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（恣
Ｘ
ｅ
溢

ｏ解

〔留
ヵ
〕

ω

　

「
中
務
省
牒
□
守
省
　
　
　
　
　
　
　
（蛹
∀

奪
∀
卜
Φ∞ｒ

⑥
　
。
「
諸
陵
司
　
召
土
師
宿
祢
廣
庭
土
師
宿
祢
国
足
」

。
「
土
師
宿
祢
大
海
□
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
Ｎいド×
（ドφ）×
ヽ
　
ｏドド＊

⑥

　

猪
名
真
人
虫
麻
呂
　
　
佐
伎

日
日
日
――
日
日
日
一　
　
口
　
　
　
　
　
（懸
Ｗ
ｅ
Ｗ
∞
露

⑦

　

口
□
　
　
口
□
南
貴
　
　
　
　
　
　
　
　
（ドＳ
入
こ
益

ｏ驚

⑤
　
。
「辛
犬
口
□
　
　
　
」

。
「
政
人

一　
舎
人
口
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μ『受
Ｐ支
⇔
ｏ潔

⑨
　
。
「
＜
備
前
国

〔珂
ヵ
〕

□
磨
郡

③
　
。
「
＜
吉
備
中
国
下
道
郡
　
　
　
」

〔李
畠

。
「
＜
矢
田
里
矢
田

マ
刀
祢
□
　
」

①
の
己
亥
年
は
文
武
天
皇
三
年

（六
九
九
）。
②
の
阿
佐
為
評
は
近
江
国
の
浅

井
郡

（評
）
の
こ
と
。
浅
井
評
は

『
竹
生
島
縁
起
』
に
見
え
、
既
に
評
と
し
て
の

存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
藤
原
官
木
簡
』
一
解
説

所
収

「評
名

一
覧
し

が
、
木
簡
で
は
初
出
で
あ
る
。

南
北
濤
Ｓ
Ｄ
八
五
〇

〔留
≧

④
は
中
務
省
が

「□
守
省
」
に
宛
て
て
出
し
た
牒
の
冒
頭
部
分
。
本
際
は
俗

官
官
司
間
で
用
い
ら
れ
た
牒
で
あ
る
が
、
早
川
庄
八

「公
式
様
文
書
と
文
書
木

簡
」
３
木
簡
研
究
』
七
　
一
九
八
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
牒
は
現
実
に
は
下
達
文
書

・

上
申
文
書

・
平
行
文
書
の
い
ず
れ
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従

っ
て
本
牒

も
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
養
老
儀
制
令
車
駕
巡
幸
条

岸］∞
Ｘ
（〕〇）
×
卜
　
Φ∞中

（
Ｆ
じ
×
（〕
じ
×
〕

ｏ
∞
ｏ
＊

。「＜
他
田
里
□
家
朋舶
ｘ



お
よ
び
養
老
公
式
令
車
駕
巡
幸
条
に
よ
れ
ば
、
天
皇
の
巡
幸
に
あ
た
っ
て
京
師

【留
と

ヽ

に
守

・
留
守
官
が
置
か
れ
る
、
と
あ
る
。
本
牒
の
宛
先
が

「□
守
省
」
と
さ
れ

て
い
る
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

③
は
諸
陵
司
が
土
師
宿
祢
廣
庭
以
下
四
人
を
召
し
た
召
文
。
諸
陵
司
に
は
土

部

一
〇
人
が
配
属
さ
れ
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
諸
陵
司
所
属
の
上
部
と
考
え
ら

れ
る
。
上
部
を
召
集
し
た
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
葬
送
に
関

わ

っ
て
の
も
の
で
あ

っ
た
か
。
養
老
喪
葬
令
百
官
在
職
条
に
は
、
三
位
以
上
お

よ
び
皇
親
の
葬
送
に
あ
た
っ
て
土
部
が
派
遣
さ
れ
、
喪
礼
を
示
す
、
と
見
え
る
。

０
は
備
前
国
珂
磨
郡
他
田
里
か
ら
の
荷
札
。　
珂
磨
郡
は

『
和
名
抄
』

に
郡

と
し
て
見
え
な
い
が
、
磐
梨
郡
に
類
似
し
た
名
称
の
那
磨
郷
が
あ
る
。
池
邊
爾

『
和
名
類
乗
抄
郡
郷
里
繹
名
考
證
』
に
那
磨
郷
の

「那
」
は

「珂
か
」
と
す
る
。

天
平
神
護
二
年

（七
エハ
一０

に
は
珂
磨
郷
の
存
在
が
知
ら
れ

翁
続
日
本
紀
』
同
年

五
月
丁
丑
条
）、　
赤
坂
郡
か
ら
藤
野
郡

（の
ち
和
気
郡
に
改
名
）
に
移
管
さ
れ
て
い

る
。
珂
磨
郷
を
含
む
吉
井
川
西
岸
地
域
は
、
そ
の
後
七
八
八
年

（延
暦
七
）
、
磐

梨
郡
と
し
て
独
立
し
た
郡
と
な
り
、
同
時
に
藤
野
駅
を
吉
井
川
西
岸
に
移
し
た

翁
続
日
本
紀
』
同
年
六
月
癸
未
条
）。
『
廷
一骨
式
』
に
み
え
る
珂
磨
駅
が
こ
れ
に
あ

た
ろ
う
。
木
簡
に
は
時
々

『
和
名
抄
』
に
見
え
な
い
郷
や
里
が
見
え
、
備
前
国

で
は
奈
良
時
代
に
入
っ
て
も
郡
の
新
設
、
郡
界
の
変
更
や
郷
の
編
成
替
え
が
度

々
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

（例
え
ば
藤
野
郡
嶋
村
郷
、
邑
久
郡
方
上
郷
・
八
浜

郷
、
赤
坂
郡
橋
回
郷
、
下
道
郡
掲
勢
里
・
安
度
郷
・
長
野
里
な
ど
）
、　
ま
た
推
定
さ
れ

て
い
る
ネ
『岡
山
県
史
』
古
代
Ｉ
　
一
九
八
九
年
ヽ

珂
磨
郷
め
場
合
、
そ
の
汁
↑況
が

さ
ら
に
複
雑
な
様
相

（郡
か
ら
郷
へ
の
格
下
げ
と
所
属
郡
の
変
更
）
を
呈
し
、
本
木

簡
は
吉
備
の
古
代
史
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
鳥

・
藤
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
〇

（
一
九
九
一
年
）

同

『
飛
鳥

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
』
二

一
（
一
九
九
一
年
）

（橋
本
義
則
）

」幽幽□□□□□□□ □□□L
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